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1. はじめに 
 2024年3月11日および12日の2日間にわたり、
SACLA Usersʼ Meeting 2024 が開催された。近年は
COVID-19 の影響によりオンラインでの開催が続い
ていたが、今年度は 4 年ぶりの対面形式による開催と
なり、国内外の大学や研究機関から約 90 名に参加い
ただいた。2 日間の会議を通して、最新の SACLA の
性能に関する情報共有や XFEL 利用研究の将来のあ
り方について、施設と利用者および利用者同士での活
発な議論が行われた。 
 
2. 会議の内容 
 まず、石川哲也 RSC センター長および米田仁紀教
授（電気通信大学、SPRUC XFEL 利用研究会代表）
による開会挨拶をもって、本年のミーティングがスタ
ートした。まず初めに行われた“Facility Session”では、
SPring-8/SACLA を取り巻く国内外の情勢や、SACLA
の利用研究や硬 X 線 FEL ビームライン（BL2・BL3）、
軟 X 線 FEL ビームライン（BL1）、光学レーザー、ハ
イパワー光学レーザーそして X 線検出器高度化の現
状について概要が報告された。 
 続いて、“High-intensity X-ray Science”と題する 

 
写真１ 集合写真 

特別セッションが開催された。他の XFEL 施設とは一
線を画するSACLAの特徴の一つとして、精密なXFEL
のナノ集光技術に基づく、高強度 X 線が挙げられる。
本セッションは、近年発展を遂げている高強度 X 線を
利用したサイエンスを紹介し、利用の拡大を図るため
に企画された。本セッションはイントロダクションと
3 つの講演から構成されていた。まず、イントロダク
ションとして、井上伊知郎博士（理化学研究所）から
セッションの趣旨説明、講演者の紹介、SACLA にお
けるナノ集光装置の紹介がなされた。次に、山田純平
助教（大阪大）から、最近達成された XFEL の 7 nm
集光とその応用について報告があった。1022 W/cm2に
達する高強度 XFEL を照射されたクロム原子はその
束縛電子を全て失い、完全電離状態になることが示さ
れた。ただし、その電離プロセスは非常に複雑であり、
全てを解明するためには理論モデルやシミュレーシ
ョンが必要であるとの議論が交わされた。 
 次に、Zain Abhari 氏（University of Wisconsin-
Madison、USA）から、高強度 XFEL 照射によって励
起される Kα線レーザーとその応用に関する講演が
行われた。これは、高強度 XFEL 照射によって物質中
に反転分布が形成され、そこから放射される Kα線が
レーザー発振するという現象である。この Kαレーザ
ーの増幅機構を基にした X-ray Laser Oscillator
（XLO）の開発に関する議論が行われた。最後に、鈴
木明大准教授（北海道大）から、コヒーレント回折イ
メージングに関する発表がなされた。産業界への応用
例などの紹介とともに、単粒子イメージングへ向けて
の試料環境の開発状況などが議論された。いずれの発
表も SACLA の独自性を活かした最先端の高強度
XFEL 利用成果であり、これまで馴染みのなかった参
加者の興味を引き、利用の促進に繋がることが期待さ
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れる。 
 次に、招待講演として Bo Iversen 教授（Aarhus 
University、Denmark）の発表が、オンラインで行わ
れた。タンパク質結晶構造解析で広く用いられている
Serial femtosecond crystallography（SFX）を単位格
子の小さい材料科学系試料に適用し、精密構造解析を
行った結果が紹介された。材料科学における SFX の
利用は今後の発展が期待されており、最新の研究成果
の報告は非常に有意義であった。 
 第 1 日目の最後には、SACLA PRC 委員長でもある
米田仁紀教授より、課題審査委員会から利用者へ向け
たメッセージが紹介された。 
 第 2 日 目 の 午 前 中 に は 、 2023 年 度 の
SACLA/SPring-8 基盤開発プログラムセッションが
行われた。本セッションでは、2023 年度に採択され
た提案課題のうち、「採択 I」として研究開発予算の割
り当てられた 5 つの提案について進捗報告が行われ
た。本山央人助教（東京大）からは、回転体ミラーに
よる 2 種類の軟 X 線集光装置開発と、回転体ミラー
を組み合わせた軟Ｘ線顕微鏡の開発に関する報告が
あった。宮脇淳博士（量子科学技術研究開発機構）か
らは、広ダイナミックレンジ・高速読出し軟 X 線用
CMOS 検出器の開発状況について報告がなされた。南
後恵理子教授（東北大）を含む研究グループでは複数
の構造生物学実験プラットフォームや実験技術の開
発が並行して進められているが、本会議ではその中で
も、二液混合による反応励起手法や、カプトンテープ
による試料搬送装置の開発状況の報告がなされた。ま
た、池田暁彦助教（電気通信大）からは、100 テスラ
に達する超強磁場発生装置 PINK02 の開発状況と
SACLAでの実験結果が報告された。昨年度のPINK01
では、XFEL 施設としては世界最高レベルとなる 77
テスラの磁場強度が報告されたが、本年度はその記録
を更新する形となった。続いて尾崎典雅准教授（大阪
大）の講演では、凝縮系物質などにおける磁化過程の
観測に向けた、ハイパワーレーザーと高強度磁場発生
装置を組み合わせた実験プラットフォームについて
の報告があった。いずれの採択課題においても、他の
XFEL 施設では類を見ない SACLA 独自の実験基盤装
置の開発が進められている。今後も SACLA がユニー
クな研究成果を創出し続けていくためには、本プログ

ラムによって施設側と利用者側が密に連携し SACLA
の機能を最大限に引き出すことが必須である。本プロ
グラムは毎年度 12 月から 1 月ごろに募集が行われて
いるので、ぜひ皆様の積極的な応募をお願いしたい。 
 第 2 日目午後にはブレイクアウトセッションとし
て、SACLA/SPring-8 基盤開発プログラムにて整備が
進められている共用装置について、それぞれの開発状
況を利用者と共有し、今後の研究展開を議論する 2 つ
のセッションが同時並行で開催された。セッション A
はポータブル強磁場発生装置（PINK）と SACLA を組
み合わせた研究に関するセッションで、PINK の開発
に携わっている池田暁彦助教から最新の研究成果に
加え、木原工准教授（岡山大）から、ホイスラー合金
の研究紹介のほか、PINK を用いた今後の研究展開に
ついての講演があった。また、野原実教授（広島大）
からは、物質合成の視点から XFEL と PINK を組み合
わせた今後の研究に期待するテーマについての講演
があった。その後、PINKを用いた XFEL 実験で今後
候補となりうる試料について議論が行われた。また、
新しい実験手法として、強磁場環境下における磁気秩
序を直接観測する磁気散乱法、電子状態変化を捉える
分光法、ドメイン構造を検出するイメージングなどに
ついて議論が行われた。セッションBでは、SACLA で
開発中のポリイミドフィルムテープを用いた実験試料搬
送装置について議論が行われた。現在主流である液体
ジェットや高粘度媒体を用いた搬送方法と比較して、
試料の消費量が抑えられることが特徴であることか
ら、一度に大量の試料を用意することが難しい試料を
用いる利用者から着目されている。初めに、南後恵理
子教授（東北大）が、SACLA における SFX 実験用試
料輸送方法について紹介し、テープによる試料搬送装 

 
写真 2 ポスターセッションの様子 
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置の開発に至った背景などの講演が行われた。続いて、
藤原孝彰助教（東北大）と Fangjia Luo 博士（JASRI）
から、本装置を用いた実証実験例の紹介があった。ま
た、永野真吾教授（鳥取大）から、本装置を用いた簡
易的な嫌気条件下での SFX 実験について紹介があっ
た。セッション B でも、開発中の装置を用いた実験条
件や、今後の展開などに関する議論が活発に行われた。 
 最後にポスターセッションについて報告しておく。
対面形式での開催となったことにより、今回はポスタ
ーセッションの時間があらためて設けられた。施設報
告だけでなく利用者からの報告など合計 22 件のポス
ターが掲示された。そしてポスターセッションの時間
になると多くの参加者で賑わいを見せ、各所で活発な
議論が行われ、対面形式での開催ならではの雰囲気が
あったように思う。 
 
3. まとめ 
 SACLA Usersʼ Meeting は、利用者と施設および利
用者間の情報共有と意見交換を主な目的として開催
され、今回で通算 9 回目の開催となる。本ミーティン
グでの利用者からの要望に対する施設側の対応や、施
設側からの情報を活かしたSACLA 利用研究の展開な
どの情報はホームページ等で随時公開される予定で
ある。今後も SACLA Usersʼ Meeting は開催される予
定となっている。次回の開催ついては詳細が決まり次
第、SACLA のホームページ（http://xfel.riken.jp）な
どで情報が公開される予定である。 
 今回、各セッションにおける議論だけではなく、コ
ーヒーブレイク中などでも各所で非常に活発な議論
がなされていたのは、対面形式ならではの醍醐味であ
る。今回の SACLA Usersʼ Meeting も盛況のうちに終
えることができたのも、国内外の多くの利用者の方々
の参加と活発な議論をしていただいたことに尽きる
と思われる。ここに SACLA Usersʼ Meeting 2024 に
関わった皆様に厚く御礼を申し上げる。 
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